
(57)【要約】

【課題】　ロータリダンパの行程の切換わり時における

応答性を向上するとともに、減衰力発生装置を単一にし

ながら、低コスト化すること。

【解決手段】　ロータリダンパ１００において、ケーシ

ング１０の外側面に外蓋３０を取付け、ケーシング１０

の外側面と外蓋３０の内側面との間に第１の油室１３Ａ

と第２の油室１３Ｂをそれぞれ連通する第１の油路３１

と第２の油路３２を並列に設け、第１の油路３１に第１

のチェック弁４１を設け、第２の油路３２に第２のチェ

ック弁４２を設け、第１の油路３１と第２の油路３２に

ともに臨むオリフィスプレート５０を移動可能に設けた

もの。

【選択図】　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ケ ー シ ン グ と 、
　 該 ケ ー シ ン グ の ボ ス 部 に 軸 支 し た 軸 部 と 、 軸 部 の 外 周 に 形 成 し た ベ ー ン と 、 か ら な る ロ
ー タ と を 有 し 、
　 前 記 ケ ー シ ン グ 内 に お け る 該 ロ ー タ の ベ ー ン の 両 側 に 、 第 １ の 油 室 と 第 ２ の 油 室 を 区 画
し た ロ ー タ リ ダ ン パ に お い て 、
　 前 記 ケ ー シ ン グ の 外 側 面 に 、 外 蓋 を 取 付 け 、
　 該 ケ ー シ ン グ の 外 側 面 と 該 外 蓋 の 内 側 面 と の 間 に 、 前 記 第 １ の 油 室 と 第 ２ の 油 室 を そ れ
ぞ れ 連 通 す る 第 １ の 油 路 と 第 ２ の 油 路 を 並 列 に 設 け 、
　 該 第 １ の 油 路 と 第 ２ の 油 路 の そ れ ぞ れ は 、 前 記 外 蓋 の 内 側 面 に 形 成 し た 溝 と 前 記 ケ ー シ
ン グ の 外 側 面 と の 間 に 形 成 さ れ る 外 蓋 側 油 路 部 と 、 前 記 ケ ー シ ン グ の 外 側 面 に 形 成 し た 溝
と 前 記 外 蓋 の 内 側 面 と の 間 に 形 成 さ れ る ケ ー シ ン グ 側 油 路 部 と 、 該 外 蓋 側 油 路 部 と ケ ー シ
ン グ 側 油 路 部 を 連 通 す る 接 続 部 と 、 を 有 し 、
　 前 記 第 １ の 油 路 に 、 第 １ の 油 室 か ら 第 ２ の 油 室 へ の 流 れ の み を 許 容 す る 第 １ の チ ェ ッ ク
弁 を 設 け 、
　 前 記 第 ２ の 油 路 に 、 第 ２ の 油 室 か ら 第 １ の 油 室 へ の 流 れ の み を 許 容 す る 第 ２ の チ ェ ッ ク
弁 を 設 け 、
　 前 記 第 １ の 油 路 の 接 続 部 と 第 ２ の 油 路 の 接 続 部 に と も に 臨 む オ リ フ ィ ス プ レ ー ト を 移 動
可 能 に 設 け 、
　 該 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト が 、 複 数 の 移 動 停 止 位 置 の そ れ ぞ れ で 、 第 １ の 油 路 の 外 蓋 側 油 路
部 と ケ ー シ ン グ 側 油 路 部 を そ れ ぞ れ 導 通 す る よ う に 当 該 油 路 に 対 応 す る 複 数 の オ リ フ ィ ス
孔 か ら な る 第 １ の オ リ フ ィ ス 孔 群 と 、 第 ２ の 油 路 の 外 蓋 側 油 路 部 と ケ ー シ ン グ 側 油 路 部 を
そ れ ぞ れ 導 通 す る よ う に 当 該 油 路 に 対 応 す る 複 数 の オ リ フ ィ ス 孔 か ら な る 第 ２ の オ リ フ ィ
ス 孔 群 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ロ ー タ リ ダ ン パ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト が 前 記 第 １ の 油 路 と 第 ２ の 油 路 の 各 接 続 部 に 挟 ま れ る 位 置 に 枢
支 さ れ 、 各 接 続 部 に 臨 む 周 縁 部 を 有 す る 回 転 円 盤 か ら な り 、 前 記 第 １ の オ リ フ ィ ス 孔 群 と
第 ２ の オ リ フ ィ ス 孔 群 を 該 周 縁 部 に 軸 対 称 状 に 配 置 し た 請 求 項 １ に 記 載 の ロ ー タ リ ダ ン パ
。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト の 第 １ の オ リ フ ィ ス 孔 群 の オ リ フ ィ ス 孔 と 、 第 ２ の オ リ フ ィ ス
孔 群 の オ リ フ ィ ス 孔 で あ っ て 、 該 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト の 各 移 動 停 止 位 置 で 前 記 第 １ の 油 路
と 第 ２ の 油 路 に 同 時 期 に 対 応 す る オ リ フ ィ ス 孔 同 士 を 同 一 孔 径 に す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記
載 の ロ ー タ リ ダ ン パ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト の 第 １ の オ リ フ ィ ス 孔 群 の オ リ フ ィ ス 孔 と 、 第 ２ の オ リ フ ィ ス
孔 群 の オ リ フ ィ ス 孔 で あ っ て 、 該 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト の 各 移 動 停 止 位 置 で 前 記 第 １ の 油 路
と 第 ２ の 油 路 に 同 時 期 に 対 応 す る オ リ フ ィ ス 孔 同 士 を 異 な る 孔 径 に す る 請 求 項 １ 又 は ２ に
記 載 の ロ ー タ リ ダ ン パ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ の 油 路 が 、 前 記 外 蓋 側 油 路 部 を 前 記 第 １ の 油 室 に 開 口 す る と と も に 、 前 記 ケ ー
シ ン グ 側 油 路 部 を 前 記 第 ２ の 油 室 に 開 口 し 、
　 前 記 第 ２ の 油 路 が 、 前 記 外 蓋 側 油 路 部 を 前 記 第 ２ の 油 室 に 開 口 す る と と も に 、 前 記 ケ ー
シ ン グ 側 油 路 部 を 前 記 第 １ の 油 室 に 開 口 す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の ロ ー タ リ ダ
ン パ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ケ ー シ ン グ の 前 記 ベ ー ン を 挟 む 両 側 で 前 記 第 １ の 油 室 と 第 ２ の 油 室 を 区 画 す る 周 壁
部 の そ れ ぞ れ に 、 前 記 第 １ の 油 路 と 第 ２ の 油 路 の そ れ ぞ れ が 開 口 し 、 前 記 第 １ の チ ェ ッ ク
弁 と 第 ２ の チ ェ ッ ク 弁 の そ れ ぞ れ が 納 め ら れ る 凹 部 を 形 成 し た 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に
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記 載 の ロ ー タ リ ダ ン パ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ケ ー シ ン グ と 、
　 該 ケ ー シ ン グ の ボ ス 部 に 軸 支 し た 軸 部 と 、 軸 部 の 外 周 に 形 成 し た ベ ー ン と 、 か ら な る ロ
ー タ と を 有 し 、
　 前 記 ケ ー シ ン グ 内 に お け る 該 ロ ー タ の ベ ー ン の 両 側 に 、 第 １ の 油 室 と 第 ２ の 油 室 を 区 画
し た ロ ー タ リ ダ ン パ に お い て 、
　 前 記 ロ ー タ の 軸 部 に 、 前 記 第 １ の 油 室 と 第 ２ の 油 室 に そ れ ぞ れ 連 通 す る ２ つ の 油 路 を 設
け 、 該 油 路 に ブ ロ ー 弁 を 介 装 し た こ と を 特 徴 と す る ロ ー タ リ ダ ン パ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ロ ー タ の 軸 部 の 一 端 側 に 、 前 記 ２ つ の 油 路 が 開 口 す る 孔 を 形 成 し 、 該 孔 内 に 、 該 ２
つ の 油 路 の 開 口 部 を 閉 じ る ブ ロ ー 弁 を 設 け た 請 求 項 ７ に 記 載 の ロ ー タ リ ダ ン パ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 二 輪 車 等 の 操 舵 ハ ン ド ル に 設 け ら れ る ス テ ア リ ン グ ダ ン パ 、 又 は 自 動 二
輪 車 等 の 後 輪 懸 架 装 置 に 設 け ら れ る サ ス ペ ン シ ョ ン ダ ン パ 等 に 用 い て 好 適 な ロ ー タ リ ダ ン
パ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ロ ー タ リ ダ ン パ と し て 、 特 許 文 献 １ 、 ２ 、 ３ に 記 載 の も の が あ る 。
　 特 許 文 献 １ に 記 載 の ロ ー タ リ ダ ン パ は 、 図 １ ２ に 示 す 如 く 、 ケ ー シ ン グ １ 内 に ロ ー タ ２
を 設 け 、 ロ ー タ ２ の ベ ー ン の 両 側 に 第 １ と 第 ２ の 油 室 ３ Ａ 、 ３ Ｂ を 区 画 し て い る 。 ２ つ の
油 室 ３ Ａ 、 ３ Ｂ を 単 一 の 油 路 ４ に よ り つ な ぎ 、 油 路 ４ に 減 衰 力 発 生 装 置 ５ を 介 装 す る も の
で あ る 。 ロ ー タ ２ の い ず れ の 回 転 に 対 し て も 単 一 の 油 路 ４ を 用 い 、 単 一 の 減 衰 力 発 生 装 置
５ で 減 衰 力 を 発 生 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 ２ に 記 載 の ロ ー タ リ ダ ン パ は 、 図 １ ３ に 示 す 如 く 、 ケ ー シ ン グ １ 内 に お い て 、
ロ ー タ ２ の ベ ー ン の 両 側 に ２ つ の 油 室 ３ Ａ 、 ３ Ｂ を 区 画 し 、 並 列 を な す ２ つ の 油 路 ６ Ａ 、
６ Ｂ に よ り そ れ ら ２ つ の 油 室 ３ Ａ 、 ３ Ｂ を つ な い だ も の で あ る 。 ２ つ の 油 路 ６ Ａ 、 ６ Ｂ を
交 差 さ せ た 交 差 接 続 部 に 減 衰 力 発 生 装 置 ７ を 介 装 し 、 各 油 路 ６ Ａ 、 ６ Ｂ に 各 ２ 個 の チ ェ ッ
ク 弁 ８ Ａ ～ ８ Ｄ を 設 け て い る 。 ロ ー タ ２ の 回 転 の 変 更 に よ り 異 な る 油 路 ６ Ａ 、 ６ Ｂ を 用 い
、 単 一 の 減 衰 力 発 生 装 置 ７ で 減 衰 力 を 発 生 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ３ に は 、 リ リ ー フ バ ル ブ ３ ０ を 備 え た ロ ー タ リ ダ ン パ が 開 示 さ れ て い る
（ 図 ３ 、 図 ５ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 2593461
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 2003-175877
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 2004-231036
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ロ ー タ リ ダ ン パ の 性 能 面 に お い て 応 答 性 は 重 大 な 課 題 で あ る 。 特 許 文 献 １ の ロ ー タ リ ダ
ン パ で は 、 ロ ー タ ２ の い ず れ の 回 転 に お い て も 単 一 の 油 路 ４ を 用 い て お り 、 単 一 の 油 路 ４
内 で 生 じ て い る オ イ ル の 慣 性 力 が ロ ー タ ２ の 回 転 の 切 換 わ り 時 に お け る 応 答 性 を 阻 害 す る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 ２ の ロ ー タ リ ダ ン パ で は 、 ロ ー タ ２ の 回 転 の 変 更 時 に 異 な る 油 路 ６ Ａ 、 ６ Ｂ を
用 い る か ら 、 オ イ ル の 慣 性 力 を キ ャ ン セ ル し て 応 答 性 を 向 上 で き る 。 と こ ろ が 、 減 衰 力 発
生 装 置 ７ を １ つ に す る た め 、 全 ４ 個 の チ ェ ッ ク 弁 ８ Ａ ～ ８ Ｄ を 用 い て お り 、 コ ス ト 高 を 招
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く 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 許 文 献 ３ の ロ ー タ リ ダ ン パ で は 、 リ リ ー フ バ ル ブ ３ ０ は ハ ウ ジ ン グ １ ３ 内 に 設 け ら れ
て い る た め に 、 ロ ー タ リ ダ ン パ が 大 型 化 す る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 課 題 は 、 ロ ー タ リ ダ ン パ の 行 程 の 切 換 わ り 時 に お け る 応 答 性 を 向 上 す る
と と も に 、 減 衰 力 発 生 装 置 を 単 一 に し な が ら 、 低 コ ス ト 化 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 課 題 は 、 ロ ー タ リ ダ ン パ の 一 側 の 油 室 に 異 常 な 高 圧 が 発 生 し た 場 合 に 、
ロ ー タ リ ダ ン パ の 破 損 を 防 止 し 、 か つ 、 ロ ー タ リ ダ ン パ を コ ン パ ク ト に す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 ケ ー シ ン グ と 、 該 ケ ー シ ン グ の ボ ス 部 に 軸 支 し た 軸 部 と 、 軸 部 の 外
周 に 形 成 し た ベ ー ン と 、 か ら な る ロ ー タ と を 有 し 、 前 記 ケ ー シ ン グ 内 に お け る 該 ロ ー タ の
ベ ー ン の 両 側 に 、 第 １ の 油 室 と 第 ２ の 油 室 を 区 画 し た ロ ー タ リ ダ ン パ に お い て 、 前 記 ケ ー
シ ン グ の 外 側 面 に 、 外 蓋 を 取 付 け 、 該 ケ ー シ ン グ の 外 側 面 と 該 外 蓋 の 内 側 面 と の 間 に 、 前
記 第 １ の 油 室 と 第 ２ の 油 室 を そ れ ぞ れ 連 通 す る 第 １ の 油 路 と 第 ２ の 油 路 を 並 列 に 設 け 、 該
第 １ の 油 路 と 第 ２ の 油 路 の そ れ ぞ れ は 、 前 記 外 蓋 の 内 側 面 に 形 成 し た 溝 と 前 記 ケ ー シ ン グ
の 外 側 面 と の 間 に 形 成 さ れ る 外 蓋 側 油 路 部 と 、 前 記 ケ ー シ ン グ の 外 側 面 に 形 成 し た 溝 と 前
記 外 蓋 の 内 側 面 と の 間 に 形 成 さ れ る ケ ー シ ン グ 側 油 路 部 と 、 該 外 蓋 側 油 路 部 と ケ ー シ ン グ
側 油 路 部 を 連 通 す る 接 続 部 と 、 を 有 し 、 前 記 第 １ の 油 路 に 、 第 １ の 油 室 か ら 第 ２ の 油 室 へ
の 流 れ の み を 許 容 す る 第 １ の チ ェ ッ ク 弁 を 設 け 、 前 記 第 ２ の 油 路 に 、 第 ２ の 油 室 か ら 第 １
の 油 室 へ の 流 れ の み を 許 容 す る 第 ２ の チ ェ ッ ク 弁 を 設 け 、 前 記 第 １ の 油 路 の 接 続 部 と 第 ２
の 油 路 の 接 続 部 に と も に 臨 む オ リ フ ィ ス プ レ ー ト を 移 動 可 能 に 設 け 、 該 オ リ フ ィ ス プ レ ー
ト が 、 複 数 の 移 動 停 止 位 置 の そ れ ぞ れ で 、 第 １ の 油 路 の 外 蓋 側 油 路 部 と ケ ー シ ン グ 側 油 路
部 を そ れ ぞ れ 導 通 す る よ う に 当 該 油 路 に 対 応 す る 複 数 の オ リ フ ィ ス 孔 か ら な る 第 １ の オ リ
フ ィ ス 孔 群 と 、 第 ２ の 油 路 の 外 蓋 側 油 路 部 と ケ ー シ ン グ 側 油 路 部 を そ れ ぞ れ 導 通 す る よ う
に 当 該 油 路 に 対 応 す る 複 数 の オ リ フ ィ ス 孔 か ら な る 第 ２ の オ リ フ ィ ス 孔 群 と を 有 す る よ う
に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 更 に 、 前 記 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト が 前 記 第 １
の 油 路 と 第 ２ の 油 路 の 各 接 続 部 に 挟 ま れ る 位 置 に 枢 支 さ れ 、 各 接 続 部 に 臨 む 周 縁 部 を 有 す
る 回 転 円 盤 か ら な り 、 前 記 第 １ の オ リ フ ィ ス 孔 群 と 第 ２ の オ リ フ ィ ス 孔 群 を 該 周 縁 部 に 軸
対 称 状 に 配 置 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ の 発 明 に お い て 更 に 、 前 記 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト の 第
１ の オ リ フ ィ ス 孔 群 の オ リ フ ィ ス 孔 と 、 第 ２ の オ リ フ ィ ス 孔 群 の オ リ フ ィ ス 孔 で あ っ て 、
該 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト の 各 移 動 停 止 位 置 で 前 記 第 １ の 油 路 と 第 ２ の 油 路 に 同 時 期 に 対 応 す
る オ リ フ ィ ス 孔 同 士 を 同 一 孔 径 に す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ の 発 明 に お い て 更 に 、 前 記 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト の 第
１ の オ リ フ ィ ス 孔 群 の オ リ フ ィ ス 孔 と 、 第 ２ の オ リ フ ィ ス 孔 群 の オ リ フ ィ ス 孔 で あ っ て 、
該 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト の 各 移 動 停 止 位 置 で 前 記 第 １ の 油 路 と 第 ２ の 油 路 に 同 時 期 に 対 応 す
る オ リ フ ィ ス 孔 同 士 を 異 な る 孔 径 に す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か の 発 明 に お い て 更 に 、 前 記 第 １ の 油 路 が 、
前 記 外 蓋 側 油 路 部 を 前 記 第 １ の 油 室 に 開 口 す る と と も に 、 前 記 ケ ー シ ン グ 側 油 路 部 を 前 記
第 ２ の 油 室 に 開 口 し 、 前 記 第 ２ の 油 路 が 、 前 記 外 蓋 側 油 路 部 を 前 記 第 ２ の 油 室 に 開 口 す る
と と も に 、 前 記 ケ ー シ ン グ 側 油 路 部 を 前 記 第 １ の 油 室 に 開 口 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 請 求 項 ６ の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か の 発 明 に お い て 更 に 、 前 記 ケ ー シ ン グ の 前
記 ベ ー ン を 挟 む 両 側 で 前 記 第 １ の 油 室 と 第 ２ の 油 室 を 区 画 す る 周 壁 部 の そ れ ぞ れ に 、 前 記
第 １ の 油 路 と 第 ２ の 油 路 の そ れ ぞ れ が 開 口 し 、 前 記 第 １ の チ ェ ッ ク 弁 と 第 ２ の チ ェ ッ ク 弁
の そ れ ぞ れ が 納 め ら れ る 凹 部 を 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ７ の 発 明 は 、 ケ ー シ ン グ と 、 該 ケ ー シ ン グ の ボ ス 部 に 軸 支 し た 軸 部 と 、 軸 部 の 外
周 に 形 成 し た ベ ー ン と 、 か ら な る ロ ー タ と を 有 し 、 前 記 ケ ー シ ン グ 内 に お け る 該 ロ ー タ の
ベ ー ン の 両 側 に 、 第 １ の 油 室 と 第 ２ の 油 室 を 区 画 し た ロ ー タ リ ダ ン パ に お い て 、 ロ ー タ の
軸 部 に 、 第 １ の 油 室 と 第 ２ の 油 室 に そ れ ぞ れ 連 通 す る ２ つ の 油 路 を 設 け 、 該 油 路 に ブ ロ ー
弁 を 介 装 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ８ の 発 明 は 、 請 求 項 ７ の 発 明 に お い て 更 に 、 前 記 ロ ー タ の 軸 部 の 一 端 面 に 、 前 記
２ つ の 油 路 が 開 口 す る 孔 を 形 成 し 、 該 孔 内 に 、 該 ２ つ の 油 路 の 開 口 部 を 閉 じ る ブ ロ ー 弁 を
設 け た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ 請 求 項 １ ）
　 (a)第 １ の 油 室 と 第 ２ の 油 室 を ２ つ の 油 路 に よ り 連 通 し た か ら 、 ロ ー タ リ ダ ン パ の 行 程
の 切 換 わ り 時 に 各 油 路 に お け る 慣 性 力 の 影 響 を な く し 、 応 答 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ の 油 路 と 第 ２ の 油 路 を 、 ケ ー シ ン グ の 外 側 面 と 外 蓋 の 内 側 面 と に よ り 形 成 し た か ら
、 加 工 容 易 で 性 能 安 定 化 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 (b)第 １ の 油 路 の 接 続 部 と 第 ２ の 油 路 の 接 続 部 に と も に 臨 む オ リ フ ィ ス プ レ ー ト を 移 動
可 能 に 設 け 、 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト に 、 第 １ の 油 路 の 外 蓋 側 油 路 部 と ケ ー シ ン グ 側 油 路 部 を
そ れ ぞ れ 導 通 す る よ う に 当 該 油 路 に 対 応 す る 複 数 の オ リ フ ィ ス 孔 か ら な る 第 １ の オ リ フ ィ
ス 孔 群 と 、 第 ２ の 油 路 の 外 蓋 側 油 路 部 と ケ ー シ ン グ 油 路 部 を そ れ ぞ れ 導 通 す る よ う に 当 該
油 路 に 対 応 す る 複 数 の オ リ フ ィ ス 孔 か ら な る 第 ２ の オ リ フ ィ ス 孔 群 と を 有 す る よ う に し た
。 従 っ て 、 ２ つ の 油 路 を 備 え る に も か か わ ら ず 、 減 衰 力 発 生 装 置 と し て １ つ の オ リ フ ィ ス
プ レ ー ト を 備 え れ ば 足 り 、 チ ェ ッ ク 弁 は ２ 個 で す む 。 従 っ て 、 コ ス ト 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ 請 求 項 ２ ）
　 (c)オ リ フ ィ ス プ レ ー ト を 回 転 円 盤 か ら な る も の に し た か ら 、 ケ ー シ ン グ へ の 組 込 性 、
操 作 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ 請 求 項 ３ ）
　 (d)オ リ フ ィ ス プ レ ー ト の 第 １ の オ リ フ ィ ス 群 の オ リ フ ィ ス 孔 と 、 こ れ に 対 応 す る 第 ２
の オ リ フ ィ ス 群 の オ リ フ ィ ス 孔 を 同 一 孔 径 に し た か ら 、 左 右 の 揺 動 ス ト ロ ー ク で 同 一 の 大
き さ の 減 衰 力 を 発 生 さ せ る こ と が で き 、 ス テ ア リ ン グ ダ ン パ 等 に 好 適 に 採 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 （ 請 求 項 ４ ）
　 (e)オ リ フ ィ ス プ レ ー ト の 第 １ の オ リ フ ィ ス 孔 群 の オ リ フ ィ ス 孔 と 、 こ れ に 対 応 す る 第
２ の オ リ フ ィ ス 孔 群 の オ リ フ ィ ス 孔 を 異 な る 孔 径 に し た か ら 、 例 え ば 懸 架 ば ね の 伸 び を 抑
え る た め に 伸 側 減 衰 力 を よ り 高 く す る よ う に 、 左 右 の 揺 動 ス ト ロ ー ク で 異 な る 大 き さ の 減
衰 力 を 発 生 さ せ る こ と が で き 、 サ ス ペ ン シ ョ ン ダ ン パ 等 に 好 適 に 採 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ 請 求 項 ５ ）
　 (f)第 １ の 油 路 が 、 外 蓋 側 油 路 部 を 第 １ の 油 室 に 開 口 す る と と も に 、 ケ ー シ ン グ 側 油 路
部 を 第 ２ の 油 室 に 開 口 し 、 第 ２ の 油 路 が 外 蓋 側 油 路 部 を 第 ２ の 油 室 に 開 口 す る と と も に 、
ケ ー シ ン グ 側 油 路 部 を 第 １ の 油 室 に 開 口 す る よ う に し た 。 従 っ て 、 第 １ の 油 路 と 第 ２ の 油
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路 と も 、 作 動 油 は 、 常 に 外 蓋 側 油 路 部 か ら ケ ー シ ン グ 側 油 路 部 へ 流 れ る こ と に な る 。 そ の
結 果 、 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト を ケ ー シ ン グ 上 面 に 押 す 力 が 作 用 す る も の に な る 。 こ の 力 は 、
外 蓋 側 に 作 用 さ せ る （ ボ ル ト の 抜 け 方 向 に 荷 重 が 作 用 す る ） よ り も 、 ボ ル ト の 締 付 け 方 向
と な る ケ ー シ ン グ 側 に 作 用 さ せ た 方 が 好 ま し い 。 ま た 、 ケ ー シ ン グ の 方 が 外 蓋 よ り も 、 一
般 的 に は 、 剛 体 で 形 成 さ れ る こ と か ら 、 大 き な 応 力 を 受 け る こ と が で き る と い う 点 で も 好
ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 （ 請 求 項 ６ ）
　 (g)ケ ー シ ン グ の 周 壁 部 に 、 第 １ の チ ェ ッ ク 弁 と 第 ２ の チ ェ ッ ク 弁 の そ れ ぞ れ が 納 め ら
れ る 凹 部 を 形 成 し た か ら 、 周 壁 部 の 肉 厚 を 薄 く し た ま ま で も 、 凹 部 に チ ェ ッ ク 弁 、 チ ェ ッ
ク 弁 の バ ル ブ シ ー ト 、 ス プ リ ン グ 等 を 設 け る こ と が 可 能 に な り 、 ロ ー タ リ ダ ン パ の 軽 量 化
を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ 請 求 項 ７ ）
　 (h)ロ ー タ に ブ ロ ー 弁 を 設 け た か ら 、 例 え ば 自 動 二 輪 車 の 転 倒 時 に 操 舵 ハ ン ド ル を 介 し
て ロ ー タ に 衝 撃 力 が 及 び 、 一 側 の 油 室 に 異 常 な 高 圧 が 発 生 し た 場 合 に も 、 ブ ロ ー 弁 が 開 い
て 、 低 圧 側 と な る 他 側 の 油 室 に 作 動 油 を 逃 が す こ と が で き 、 ロ ー タ リ ダ ン パ の 破 損 を 防 止
で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 （ 請 求 項 ８ ）
　 (i)ロ ー タ の 軸 部 の 一 側 の 端 面 に ブ ロ ー 弁 を 設 け た の で 、 ケ ー シ ン グ に 設 け る 場 合 に 比
べ 、 ス ペ ー ス を 有 効 活 用 で き 、 ロ ー タ リ ダ ン パ を コ ン パ ク ト に で き る 。 ま た 、 ブ ロ ー 弁 の
組 付 性 も 良 い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ は ロ ー タ リ ダ ン パ を 示 す 斜 視 図 、 図 ２ は ロ ー タ リ ダ ン パ を 示 す 平 面 図 、 図 ３ は 図 ２
の III－ III線 に 沿 う 断 面 図 、 図 ４ は 図 ２ の IV－ IV線 に 沿 う 断 面 図 、 図 ５ は 図 ３ の V-V線 に
沿 う 断 面 図 、 図 ６ は 図 ３ の VI－ VI線 に 沿 う 断 面 図 、 図 ７ は 図 ６ の VII－ VII線 に 沿 う 断 面 図
、 図 ８ は チ ェ ッ ク 弁 を 示 し （ Ａ ） は 図 ５ の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 、 （ Ｂ ） は 図 ５ の Ｂ － Ｂ
線 に 沿 う 断 面 図 、 図 ９ は ロ ー タ を 示 す 断 面 図 、 図 １ ０ は ロ ー タ を 示 す 平 面 図 、 図 １ １ は ロ
ー タ リ ダ ン パ を 示 し 、 （ Ａ ） は 第 １ の 動 作 を 示 す 模 式 図 、 （ Ｂ ） は 第 ２ の 動 作 を 示 す 模 式
図 、 図 １ ２ は 従 来 例 を 示 す 模 式 図 、 図 １ ３ は 従 来 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ ～ 図 １ ０ の ロ ー タ リ ダ ン パ １ ０ ０ は 、 自 動 二 輪 車 等 の 操 舵 ハ ン ド ル に 設 け ら れ る ス
テ ア リ ン グ ダ ン パ 、 又 は 自 動 二 輪 車 等 の 後 輪 懸 架 装 置 に 設 け ら れ る サ ス ペ ン シ ョ ン ダ ン パ
等 に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ロ ー タ リ ダ ン パ １ ０ ０ は 、 図 １ ～ 図 ４ に 示 す 如 く 、 扇 状 の ケ ー シ ン グ １ ０ 及 び そ の 底 板
１ １ を ボ ル ト １ ２ に よ り 結 合 し て 備 え る 。 ケ ー シ ン グ １ ０ は 周 壁 部 １ ０ ａ と 天 側 の 天 壁 部
１ ０ ｂ 、 底 板 １ １ か ら な る 。 ロ ー タ リ ダ ン パ １ ０ ０ は 、 ケ ー シ ン グ １ ０ に 収 容 さ れ 、 ケ ー
シ ン グ １ ０ の ボ ス 部 １ ０ Ａ と 底 板 １ １ の ボ ス 部 １ １ Ａ に そ れ ぞ れ ブ ッ シ ュ ９ ０ 、 ９ １ を 介
し て 回 転 可 能 に 軸 支 し た 軸 部 ２ １ と 、 軸 部 ２ １ の 外 周 か ら 半 径 方 向 に 突 出 形 成 し た 単 一 の
揺 動 ベ ー ン ２ ２ と か ら な る ロ ー タ ２ ０ を 有 す る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 ケ ー シ ン グ １ ０ の ボ
ス 部 １ ０ Ａ は 扇 状 の ケ ー シ ン グ １ ０ の 中 心 部 に 形 成 さ れ る 。 図 ３ 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ブ
ッ シ ュ ９ ０ 、 ９ １ の 間 に 位 置 す る ケ ー シ ン グ １ ０ の ボ ス 部 の 内 周 と 、 こ の ボ ス 部 １ ０ の 内
周 と 対 向 す る ロ ー タ ２ ０ の 軸 部 ２ １ の 外 周 と の 間 に は 、 概 ね 半 円 環 状 の 微 小 隙 間 １ ３ Ｃ （
略 0.2mm） が 設 け ら れ る 。 ロ ー タ リ ダ ン パ １ ０ ０ は 、 ロ ー タ ２ ０ の 軸 部 ２ １ に 操 舵 ハ ン ド
ル の ス テ ア リ ン グ 軸 を 結 合 し 、 又 は 後 輪 懸 架 装 置 の サ ス ペ ン シ ョ ン ア ー ム の 回 転 軸 を 結 合
す る 。 ロ ー タ リ ダ ン パ １ ０ ０ は 、 ケ ー シ ン グ １ ０ 内 に お け る 、 ロ ー タ ２ ０ の ベ ー ン ２ ２ の
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両 側 に 、 オ イ ル を 充 填 し た 第 １ の 油 室 １ ３ Ａ と 第 ２ の 油 室 １ ３ Ｂ を 区 画 す る 。 ケ ー シ ン グ
１ ０ は 、 底 板 １ １ と の 合 せ 面 に パ ッ キ ン １ ４ を 備 え 、 軸 部 ２ １ の 装 填 部 に Ｏ リ ン グ １ ５ を
備 え る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ロ ー タ リ ダ ン パ １ ０ ０ は 、 ケ ー シ ン グ １ ０ の 、 底 板 １ １ に 対 す る と 反 対 側 の 天 壁 部 １ ０
ｂ の 外 側 面 に 、 ボ ル ト １ ６ に よ り 、 外 蓋 ３ ０ を 取 付 け て い る 。 ケ ー シ ン グ １ ０ は 、 外 蓋 ３
０ と の 合 せ 面 に パ ッ キ ン １ ７ を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ロ ー タ リ ダ ン パ １ ０ ０ は 、 図 ３ 、 図 ６ 、 図 ７ に 示 す 如 く 、 ケ ー シ ン グ １ ０ の 外 側 面 と 外
蓋 ３ ０ の 内 側 面 と の 間 に 、 第 １ の 油 室 １ ３ Ａ と 第 ２ の 油 室 １ ３ Ｂ を そ れ ぞ れ 連 通 す る 第 １
の 油 路 ３ １ と 第 ２ の 油 路 ３ ２ を 並 列 に 設 け る 。 第 １ の 油 路 ３ １ と 第 ２ の 油 路 ３ ２ は 、 後 述
す る オ リ フ ィ ス プ レ ー ト ５ ０ の 回 転 操 作 軸 ６ ０ に 対 し 軸 対 称 状 を な す よ う に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 １ の 油 路 ３ １ は 、 外 蓋 ３ ０ の 内 側 面 に 形 成 し た 溝 ａ と ケ ー シ ン グ １ ０ の 外 側 面 と の 間
に 形 成 さ れ る 外 蓋 側 油 路 部 ３ １ Ａ と 、 ケ ー シ ン グ １ ０ の 外 側 面 に 形 成 し た 溝 ｂ と 外 蓋 ３ ０
の 内 側 面 と の 間 に 形 成 さ れ る ケ ー シ ン グ 側 油 路 部 ３ １ Ｂ と 、 外 蓋 側 油 路 部 ３ １ Ａ と ケ ー シ
ン グ 側 油 路 部 ３ １ Ｂ を 連 通 す る 接 続 部 ３ １ Ｃ を 有 す る 。 第 １ の 油 路 ３ １ は 、 第 １ の 油 室 １
３ Ａ か ら 第 ２ の 油 室 １ ３ Ｂ へ の オ イ ル の 流 れ の み を 許 容 す る 第 １ の チ ェ ッ ク 弁 ４ １ を 備 え
、 外 蓋 側 油 路 部 ３ １ Ａ の 入 口 ３ １ ｉ を 第 １ の 油 室 １ ３ Ａ に 開 口 す る と と も に 、 ケ ー シ ン グ
側 油 路 部 ３ １ Ｂ の 出 口 ３ １ ｏ を 第 １ の チ ェ ッ ク 弁 ４ １ 経 由 で 第 ２ の 油 室 １ ３ Ｂ に 開 口 す る
。 第 １ の 油 路 ３ １ の 入 口 ３ １ ｉ 、 出 口 ３ １ ｏ は 、 ベ ー ン ２ ２ の 作 動 に よ っ て 閉 じ ら れ る こ
と が な い よ う に 、 ケ ー シ ン グ １ ０ 内 に お け る ベ ー ン ２ ２ の 揺 動 範 囲 の 外 側 に 配 置 さ れ 、 常
時 油 室 １ ３ Ａ 、 １ ３ Ｂ に 開 口 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 ２ の 油 路 ３ ２ は 、 外 蓋 ３ ０ の 内 側 面 に 形 成 し た 溝 ａ と ケ ー シ ン グ １ ０ の 外 側 面 と の 間
に 形 成 さ れ る 外 蓋 側 油 路 部 ３ ２ Ａ と 、 ケ ー シ ン グ １ ０ の 外 側 面 に 形 成 し た 溝 ｂ と 外 蓋 ３ ０
の 内 側 面 と の 間 に 形 成 さ れ る ケ ー シ ン グ 側 油 路 部 ３ ２ Ｂ と 、 外 蓋 側 油 路 部 ３ ２ Ａ と ケ ー シ
ン グ 側 油 路 部 ３ ２ Ｂ を 連 通 す る 接 続 部 ３ ２ Ｃ を 有 す る 。 第 ２ の 油 路 ３ ２ は 、 第 ２ の 油 室 １
３ Ｂ か ら 第 １ の 油 室 １ ３ Ａ へ の オ イ ル の 流 れ の み を 許 容 す る 第 ２ の チ ェ ッ ク 弁 ４ ２ を 備 え
、 第 ２ の チ ェ ッ ク 弁 ３ ２ Ａ の 入 口 ３ ２ ｉ を 第 ２ の 油 室 １ ３ Ｂ に 開 口 す る と と も に 、 ケ ー シ
ン グ 側 油 路 部 ３ ２ Ｂ の 出 口 ３ ２ ｏ を 第 ２ の チ ェ ッ ク 弁 ４ ２ 経 由 で 第 １ の 油 室 １ ３ Ａ に 開 口
す る 。 第 ２ の 油 路 ３ ２ の 入 口 ３ ２ ｉ 、 出 口 ３ ２ ｏ は 、 ベ ー ン ２ ２ の 作 動 に よ っ て 閉 じ ら れ
る こ と が な い よ う に 、 ケ ー シ ン グ １ ０ 内 に お け る ベ ー ン ２ ２ の 揺 動 範 囲 の 外 側 に 配 置 さ れ
、 常 時 油 室 １ ３ Ｂ 、 １ ３ Ａ に 開 口 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ケ ー シ ン グ １ ０ の ベ ー ン ２ ２ を 挟 む 両 側 で 第 １ の 油 室 １ ３ Ａ と 第 ２ の 油 室 １ ３ Ｂ を 区 画
す る 周 壁 部 １ ０ ａ の そ れ ぞ れ に 、 図 ４ 、 図 ５ 、 図 ６ 、 図 ７ 、 図 ８ に 示 す 如 く 、 第 １ の 油 路
３ １ の 出 口 ３ １ ｏ 、 第 ２ の 油 路 ３ ２ の 出 口 ３ ２ ｏ の そ れ ぞ れ が 開 口 し 、 か つ 第 １ の チ ェ ッ
ク 弁 ４ １ と 第 ２ の チ ェ ッ ク 弁 ４ ２ の そ れ ぞ れ が 納 め ら れ る 凹 部 １ ８ 、 １ ９ が 形 成 さ れ る 。
凹 部 １ ８ は ケ ー シ ン グ １ ０ の 周 壁 部 よ り 低 い 段 差 壁 １ ８ Ａ を 介 し て 第 ２ の 油 室 １ ３ Ｂ に 臨
み 、 第 １ の チ ェ ッ ク 弁 ４ １ の ハ ウ ジ ン グ ４ １ Ａ を 螺 着 し 、 ハ ウ ジ ン グ ４ １ Ａ に バ ル ブ シ ー
ト ４ １ Ｂ を 圧 入 し て 備 え 、 チ ェ ッ ク ボ ー ル ４ １ Ｃ と ス プ リ ン グ ４ １ Ｄ を 内 蔵 し 、 開 口 ４ １
Ｅ を 備 え る （ 図 ８ （ Ｂ ） ） 。 凹 部 １ ９ は ケ ー シ ン グ １ ０ の 周 壁 部 よ り 低 い 段 差 壁 １ ９ Ａ を
介 し て 第 １ の 油 室 １ ３ Ａ に 臨 み 、 第 ２ の チ ェ ッ ク 弁 ４ ２ の ハ ウ ジ ン グ ４ ２ Ａ を 螺 着 し 、 ハ
ウ ジ ン グ ４ ２ Ａ は バ ル ブ シ ー ト ４ ２ Ｂ を 圧 入 し て 備 え 、 チ ェ ッ ク ボ ー ル ４ ２ Ｃ と ス プ リ ン
グ ４ ２ Ｄ を 内 蔵 し 、 開 口 ４ ２ Ｅ を 備 え る （ 図 ８ （ Ａ ） ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ロ ー タ リ ダ ン パ １ ０ ０ は 、 図 ３ 、 図 ４ 、 図 ６ 、 図 ７ に 示 す 如 く 、 第 １ の 油 路 ３ １ の 接 続
部 ３ １ Ｃ と 第 ２ の 油 路 ３ ２ の 接 続 部 ３ ２ Ｃ に 共 に 臨 む オ リ フ ィ ス プ レ ー ト ５ ０ を 、 ケ ー シ
ン グ １ ０ の 外 側 面 と 外 蓋 ３ ０ の 内 側 面 と の 間 に 移 動 可 能 に 設 け る 。 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト ５
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０ は 、 複 数 の 移 動 停 止 位 置 （ 回 転 停 止 位 置 ） そ れ ぞ れ で 、 第 １ の 油 路 ３ １ の 外 蓋 側 油 路 部
３ １ Ａ と ケ ー シ ン グ 側 油 路 部 ３ １ Ｂ を そ れ ぞ れ 導 通 す る よ う に 当 該 油 路 ３ １ に 対 応 す る 複
数 の オ リ フ ィ ス 孔 ５ １ Ａ 、 ５ ２ Ａ ・ ・ ・ か ら な る 第 １ の オ リ フ ィ ス 孔 群 ５ ０ Ａ と 、 第 ２ の
油 路 ３ ２ の 外 蓋 側 油 路 部 ３ ２ Ａ と ケ ー シ ン グ 側 油 路 部 ３ ２ Ｂ を そ れ ぞ れ 導 通 す る よ う に 当
該 油 路 ３ ２ に 対 応 す る 複 数 の オ リ フ ィ ス 孔 ５ １ Ｂ 、 ５ ２ Ｂ ・ ・ ・ か ら な る 第 ２ の オ リ フ ィ
ス 孔 群 ５ ０ Ｂ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト ５ ０ は 、 図 ３ 、 図 ４ に 示 す 如 く 、 第 １ の 油 路 ３ １ の 接 続 部 ３ １ Ｃ と
第 ２ の 油 路 ３ ２ の 接 続 部 ３ ２ Ｃ に 挟 ま れ る 位 置 で 、 そ の 回 転 操 作 軸 を 外 蓋 ３ ０ に 枢 支 さ れ
、 各 接 続 部 ３ １ Ｃ 、 ３ ２ Ｃ に 臨 む 周 縁 部 を 有 し 、 ケ ー シ ン グ １ ０ の 外 側 面 の 円 形 状 凹 部 に
回 転 可 能 に 嵌 装 さ れ る 回 転 円 盤 か ら な り 、 第 １ の オ リ フ ィ ス 孔 群 ５ ０ Ａ と 第 ２ の オ リ フ ィ
ス 孔 群 ５ ０ Ｂ を そ の 周 縁 部 に 互 い に 軸 対 称 状 に 配 置 し て 備 え る 。 回 転 操 作 軸 ６ ０ は 、 外 蓋
３ ０ の ボ ス 部 ３ ０ Ａ に Ｏ リ ン グ ６ ０ Ａ を 介 し て 液 密 に 挿 通 さ れ 、 フ ラ ン ジ ６ １ を 外 蓋 ３ ０
の 内 側 段 差 面 に 当 て 、 止 め 輪 ６ ２ に バ ッ ク ア ッ プ さ れ る と と も に 止 め ね じ ６ ３ Ａ で 固 定 さ
れ た ダ イ ヤ ル ６ ３ を 外 蓋 ３ ０ の 外 側 面 に 当 て 、 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト ５ ０ を 回 転 及 び 停 止 操
作 可 能 と す る 。 ダ イ ヤ ル ６ ３ は 、 図 ４ に 示 す 如 く 、 外 蓋 ３ ０ の ボ ス 部 ３ ０ Ａ の 外 端 面 と の
間 に ク リ ッ プ ス ト ッ プ 機 構 部 ６ ４ を 備 え 、 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト ５ ０ を 各 回 転 停 止 位 置 の い
ず れ か に セ ッ ト 可 能 と し 、 第 １ の オ リ フ ィ ス 孔 群 ５ ０ Ａ の 各 オ リ フ ィ ス 孔 ５ １ Ａ 、 ５ ２ Ａ
・ ・ ・ と 第 ２ の オ リ フ ィ ス 孔 群 ５ ０ Ｂ の 各 オ リ フ ィ ス 孔 ５ １ Ｂ 、 ５ ２ Ｂ ・ ・ ・ を 第 １ の 油
路 ３ １ と 第 ２ の 油 路 ３ ２ の 接 続 部 ３ １ Ｃ 、 ３ ２ Ｃ に 順 に 位 置 付 け る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト ５ ０ は 、 第 １ の オ リ フ ィ ス 孔 群 ５ ０ Ａ の 各 オ リ フ ィ ス 孔 ５ １ Ａ 、 ５
２ Ａ ・ ・ ・ と 第 ２ の オ リ フ ィ ス 孔 群 ５ ０ Ｂ の 各 オ リ フ ィ ス 孔 ５ １ Ｂ 、 ５ ２ Ｂ ・ ・ ・ で あ っ
て 、 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト ５ ０ の 各 回 転 停 止 位 置 で 第 １ の 油 路 ３ １ の 接 続 部 ３ １ Ｃ と 第 ２ の
油 路 ３ ２ の 接 続 部 ３ ２ Ｃ に 同 時 期 に 対 応 す る オ リ フ ィ ス 孔 ５ １ Ａ と ５ １ Ｂ 、 オ リ フ ィ ス 孔
５ ２ Ａ と ５ ２ Ｂ ・ ・ ・ を 互 い に 同 一 孔 径 に す る 。 オ リ フ ィ ス 孔 ５ １ Ａ と ５ １ Ｂ の 孔 径 ＞ オ
リ フ ィ ス 孔 ５ ２ Ａ と ５ ２ Ｂ の 孔 径 ＞ ・ ・ ・ の 如 く に 順 に 段 階 的 に 小 径 に す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ロ ー タ リ ダ ン パ １ ０ ０ は 、 図 ３ 、 図 ５ 、 図 ９ 、 図 １ ０ に 示 す 如 く 、 ロ ー タ ２ ０ の 軸 部 ２
１ に 、 第 １ の 油 室 １ ３ Ａ と 第 ２ の 油 室 １ ３ Ｂ の そ れ ぞ れ に 連 通 す る ２ つ の 油 路 ７ １ Ａ 、 ７
１ Ｂ を 設 け 、 そ れ ら の 油 路 ７ １ Ａ 、 ７ １ Ｂ に ブ ロ ー 弁 ７ ０ を 介 装 す る 。 ロ ー タ ２ ０ の 軸 部
２ １ の 軸 方 向 の 一 端 側 の 端 面 に 、 ２ つ の 油 路 ７ １ Ａ 、 ７ １ Ｂ が 開 口 す る 孔 ７ ２ を 設 け 、 こ
の 孔 ７ ２ に 、 ２ つ の 油 路 ７ １ Ａ 、 ７ １ Ｂ の 開 口 部 を 閉 じ る ブ ロ ー 弁 ７ ０ を 設 け る 。 ２ つ の
油 路 ７ １ Ａ 、 ７ １ Ｂ は 、 ベ ー ン ２ ２ の 長 手 方 向 に 沿 う 中 心 線 に 関 し て 互 い に 線 対 称 を な す
よ う に 、 ベ ー ン ２ ２ に 斜 交 す る ２ つ の 斜 め 半 径 方 向 の 油 路 ７ １ Ａ １ 、 ７ １ Ｂ １ と 、 軸 部 ２
１ の 軸 方 向 に 沿 う ２ つ の 軸 方 向 の 油 路 ７ １ Ａ ２ 、 ７ １ Ｂ ２ か ら な り 、 ２ つ の 軸 方 向 の 油 路
７ １ Ａ ２ 、 ７ １ Ｂ ２ が そ れ ぞ れ 孔 ７ ２ の 底 面 ７ ３ に 開 口 す る 。 底 面 ７ ３ は ブ ロ ー 弁 ７ ０ の
シ ー ト 面 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ブ ロ ー 弁 ７ ０ は 、 止 め 輪 ７ ４ 、 カ ラ ー ７ ５ に バ ッ ク ア ッ プ さ れ た ス プ リ ン グ ７ ６ に よ り
閉 じ 方 向 に 付 勢 さ れ る デ ィ ス ク か ら な り 、 一 定 の 開 弁 圧 を 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ロ ー タ リ ダ ン パ １ ０ ０ は 、 図 ３ 、 図 ５ に 示 す 如 く 、 前 述 の ブ ッ シ ュ ９ ０ 、 ９ １ の 間 に 位
置 す る ケ ー シ ン グ １ ０ の ボ ス 部 １ ０ Ａ の 内 周 と 、 こ の ボ ス 部 １ ０ Ａ の 内 周 と 対 向 す る ロ ー
タ ２ ０ の 軸 部 の 外 周 と の 間 に は 、 概 ね 半 円 環 状 の 微 小 隙 間 １ ３ Ｃ （ 略 0.2mm） が 設 け ら れ
て い る 。 そ し て 、 こ の 半 円 環 状 の 微 小 隙 間 １ ３ Ｃ を 介 し て 第 １ の 油 室 １ ３ Ａ と 第 ２ の 油 室
１ ３ Ｂ に 連 通 す る オ リ フ ィ ス 孔 ８ １ を ロ ー タ ２ ０ の 軸 部 ２ １ に 設 け 、 こ の オ リ フ ィ ス 孔 ８
１ が 開 口 す る 温 度 補 償 用 の 油 室 ８ ２ を 軸 部 ２ １ の 軸 方 向 の 他 端 側 の 端 面 に 穿 設 し 、 こ の 油
室 ８ ２ に Ｏ リ ン グ ８ ０ Ａ を 介 し て 摺 動 す る 温 度 補 償 用 フ リ ー ピ ス ト ン ８ ０ （ 可 動 隔 壁 部 材
） を 内 挿 す る 。 フ リ ー ピ ス ト ン ８ ０ は 、 止 め 輪 ８ ３ 、 ス ト ッ パ ８ ４ に バ ッ ク ア ッ プ さ れ た
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ス プ リ ン グ ８ ５ に よ り 加 圧 さ れ る 。 ロ ー タ リ ダ ン パ は 、 第 １ の 油 室 １ ３ Ａ と 第 ２ の 油 室 １
３ Ｂ を 、 半 環 状 の 微 小 隙 間 １ ３ Ｃ と オ リ フ ィ ス 孔 ８ １ を 介 し て ロ ー タ ２ ０ の 軸 部 ２ １ の 油
室 ８ ２ に 連 通 す る も の に な る 。 フ リ ー ピ ス ト ン ８ ０ に 代 え て ゴ ム 製 の ブ ラ ダ ー を 使 用 し て
も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 下 、 ロ ー タ リ ダ ン パ １ ０ ０ の 減 衰 動 作 に つ い て 説 明 す る （ 図 １ １ ） 。
　 (1)ロ ー タ ２ ０ が 図 １ １ （ Ａ ） に 示 す 如 く に 右 回 転 す る と 、 第 １ の 油 室 １ ３ Ａ の オ イ ル
が 加 圧 さ れ 、 こ の オ イ ル が 第 １ の 油 路 ３ １ の 入 口 ３ １ ｉ 、 外 蓋 側 油 路 部 ３ １ Ａ 、 接 続 部 ３
１ Ｃ （ オ リ フ ィ ス プ レ ー ト ５ ０ の 第 １ の オ リ フ ィ ス 孔 群 ５ ０ Ａ ） 、 ケ ー シ ン グ 側 油 路 部 ３
１ Ｂ を 通 っ て 、 出 口 ３ １ ｏ 、 第 １ の チ ェ ッ ク 弁 ４ １ か ら 第 ２ の 油 室 １ ３ Ｂ に 移 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト ５ ０ は 、 こ の 移 送 過 程 の オ イ ル に 、 第 １ の オ リ フ ィ ス 孔 群 ５ ０ Ａ の
う ち で 接 続 部 ３ １ Ｃ に 位 置 付 け ら れ て い る い ず れ か の オ リ フ ィ ス 孔 ５ １ Ａ 、 ５ ２ Ａ ・ ・ ・
、 例 え ば オ リ フ ィ ス 孔 ５ １ Ａ の 孔 径 に 対 応 す る 抵 抗 力 を 付 与 し 、 ロ ー タ ２ ０ に 一 定 の 減 衰
力 を 及 ぼ す 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の と き 、 第 １ の 油 室 １ ３ Ａ の オ イ ル は 、 第 ２ の チ ェ ッ ク 弁 ４ ２ の 逆 止 作 用 に よ り 、 第
２ の 油 路 ３ ２ へ の 流 入 を 阻 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 (2)ロ ー タ ２ ０ が 上 述 (1)の 後 、 図 １ １ （ Ｂ ） に 示 す 如 く に 左 回 転 す る と 、 第 ２ の 油 室 １
３ Ｂ の オ イ ル が 加 圧 さ れ 、 こ の オ イ ル が 第 ２ の 油 路 ３ ２ の 入 口 ３ ２ ｉ 、 外 蓋 側 油 路 部 ３ ２
Ａ 、 接 続 部 ３ ２ Ｃ （ オ リ フ ィ ス プ レ ー ト ５ ０ の 第 ２ の オ リ フ ィ ス 孔 群 ５ ０ Ｂ ） 、 ケ ー シ ン
グ 側 油 路 部 ３ ２ Ｂ を 通 っ て 、 出 口 ３ ２ ｏ 、 第 ２ の チ ェ ッ ク 弁 ４ ２ か ら 第 １ の 油 室 １ ３ Ａ に
移 送 さ れ る 。 第 ２ の 油 路 ３ ２ は 上 述 (1)に お い て オ イ ル の 流 れ が な く 、 ひ い て は そ の 慣 性
力 の 影 響 が な い か ら 、 第 ２ の 油 路 ３ ２ を 通 る 第 ２ の 油 室 １ ３ Ｂ か ら 第 １ の 油 室 １ ３ Ａ へ の
オ イ ル の 移 送 は ス ム ー ス で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト ５ ０ は 、 こ の 移 送 過 程 の オ イ ル に 、 第 ２ の オ リ フ ィ ス 孔 群 ５ ０ Ｂ の
う ち で 接 続 部 ３ ２ Ｃ に 位 置 付 け ら れ て い る い ず れ か の オ リ フ ィ ス 孔 ５ １ Ｂ 、 ５ ２ Ｂ ・ ・ ・
、 例 え ば オ リ フ ィ ス 孔 ５ １ Ｂ の 孔 径 に 対 応 す る 抵 抗 力 を 付 与 し 、 ロ ー タ ２ ０ に 一 定 の 減 衰
力 を 及 ぼ す 。 オ リ フ ィ ス 孔 ５ １ Ｂ の 孔 径 は 上 述 (1)の オ リ フ ィ ス 孔 ５ ０ Ａ の 孔 径 と 同 一 径
で あ り 、 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト ５ ０ は ロ ー タ ２ ０ の 左 右 両 回 転 に 対 し 同 一 の 減 衰 力 を 及 ぼ す
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の と き 、 第 ２ の 油 室 １ ３ Ｂ の オ イ ル は 、 第 １ の チ ェ ッ ク 弁 ４ １ の 逆 止 作 用 に よ り 、 第
１ の 油 路 ３ １ へ の 流 入 を 阻 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ブ ロ ー 弁 ７ ０ は 以 下 の 如 く 作 用 す る 。
　 自 動 二 輪 車 の 転 倒 等 に よ り 、 ベ ー ン ２ ２ が 油 室 １ ３ Ａ を 圧 縮 し て 油 室 １ ３ Ａ に 過 度 の 圧
力 が 発 生 し た 場 合 、 図 ３ 、 図 ５ 、 図 ９ 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 油 室 １ ３ Ａ 内 の 作 動 油 は 軸
部 ２ １ に 形 成 し た 斜 め 半 径 方 向 の 油 路 ７ １ Ａ １ 、 軸 方 向 の 油 路 ７ １ Ａ ２ を 通 り 、 孔 ７ ２ の
底 面 ７ ３ に 開 口 す る 油 路 ７ １ Ａ ２ の 開 口 を 閉 じ る ブ ロ ー 弁 ７ ０ を ス プ リ ン グ ７ ６ の 付 勢 力
に 抗 し て 開 弁 し て 孔 ７ ２ 内 の 油 室 に 至 り 、 更 に 孔 ７ ２ の 底 面 ７ ３ に 開 口 す る 軸 方 向 の 油 路
７ １ Ｂ ２ 、 斜 め 半 径 方 向 の 油 路 ７ １ Ｂ １ を 通 り ベ ー ン ２ ２ の 反 対 側 の 油 室 １ ３ Ｂ に 流 れ る
。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 そ の 結 果 、 油 室 １ ３ Ａ 内 に 過 度 の 圧 力 が 発 生 す る こ と を 防 止 し て ダ ン パ １ ０ ０ の 破 損 を
防 止 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ベ ー ン ２ ２ の 反 対 側 の 油 室 １ ３ Ｂ が 圧 縮 さ れ て 油 室 １ ３ Ｂ 内 に 過 度 の 圧 力 が 発 生 し た 場
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合 に は 、 上 記 と 反 対 の 流 れ と な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 実 施 例 に よ れ ば 以 下 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。
　 (a)第 １ の 油 室 １ ３ Ａ と 第 ２ の 油 室 １ ３ Ｂ を ２ つ の 油 路 ３ １ 、 ３ ２ に よ り 連 通 し た か ら
、 ロ ー タ リ ダ ン パ １ ０ ０ の 行 程 の 切 換 わ り 時 に 各 油 路 ３ １ 、 ３ ２ に お け る 慣 性 力 の 影 響 を
な く し 、 応 答 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 第 １ の 油 路 ３ １ と 第 ２ の 油 路 ３ ２ を 、 ケ ー シ ン グ １ ０ の 外 側 面 と 外 蓋 ３ ０ の 内 側 面 と に
よ り 形 成 し た か ら 、 加 工 容 易 で 性 能 安 定 化 で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 (b)第 １ の 油 路 ３ １ の 外 蓋 側 油 路 部 ３ １ Ａ と ケ ー シ ン グ 側 油 路 部 ３ １ Ｂ の 接 続 部 ３ １ Ｃ
と 、 第 ２ の 油 路 ３ ２ の 外 蓋 側 油 路 部 ３ ２ Ａ と ケ ー シ ン グ 側 油 路 部 ３ ２ Ｂ の 接 続 部 ３ ２ Ｃ に
と も に 臨 む オ リ フ ィ ス プ レ ー ト ５ ０ を 移 動 可 能 に 設 け 、 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト ５ ０ に 、 第 １
の 油 路 ３ １ の 外 蓋 側 油 路 部 ３ １ Ａ と ケ ー シ ン グ 側 油 路 部 ３ １ Ｂ を そ れ ぞ れ 導 通 す る よ う に
当 該 油 路 ３ １ に 対 応 す る 複 数 の オ リ フ ィ ス 孔 ５ １ Ａ 、 ５ ２ Ａ ・ ・ ・ か ら な る 第 １ の オ リ フ
ィ ス 孔 群 ５ ０ Ａ と 、 第 ２ の 油 路 ３ ２ の 外 蓋 側 油 路 部 ３ ２ Ａ と ケ ー シ ン グ 油 路 部 ３ ２ Ｂ を そ
れ ぞ れ 導 通 す る よ う に 当 該 油 路 ３ ２ に 対 応 す る 複 数 の オ リ フ ィ ス 孔 ５ １ Ｂ 、 ５ ２ Ｂ ・ ・ ・
か ら な る 第 ２ の オ リ フ ィ ス 孔 群 ５ ０ Ｂ と を 有 す る よ う に し た 。 従 っ て 、 ２ つ の 油 路 ３ １ 、
３ ２ を 備 え る に も か か わ ら ず 、 減 衰 力 発 生 装 置 と し て １ つ の オ リ フ ィ ス プ レ ー ト ５ ０ を 備
え れ ば 足 り 、 チ ェ ッ ク 弁 ４ １ 、 ４ ２ は ２ 個 で す む 。 従 っ て 、 コ ス ト 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 (c)オ リ フ ィ ス プ レ ー ト ５ ０ を 回 転 円 盤 か ら な る も の に し た か ら 、 ケ ー シ ン グ １ ０ へ の
組 込 性 、 操 作 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 (d)オ リ フ ィ ス プ レ ー ト ５ ０ の 第 １ の オ リ フ ィ ス 群 ５ ０ Ａ の オ リ フ ィ ス 孔 ５ １ Ａ 、 ５ ２
Ａ ・ ・ ・ と 、 こ れ に 対 応 す る 第 ２ の オ リ フ ィ ス 群 ５ ０ Ｂ の オ リ フ ィ ス 孔 ５ １ Ｂ 、 ５ ２ Ｂ ・
・ ・ を 同 一 孔 径 に し た か ら 、 左 右 の 揺 動 ス ト ロ ー ク で 同 一 の 大 き さ の 減 衰 力 を 発 生 さ せ る
こ と が で き 、 ス テ ア リ ン グ ダ ン パ 等 に 好 適 に 採 用 で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 (e)第 １ の 油 路 ３ １ が 、 外 蓋 側 油 路 部 ３ １ Ａ を 第 １ の 油 室 １ ３ Ａ に 開 口 す る と と も に 、
ケ ー シ ン グ 側 油 路 部 ３ １ Ｂ を 第 ２ の 油 室 １ ３ Ｂ に 開 口 し 、 第 ２ の 油 路 ３ ２ が 外 蓋 側 油 路 部
３ ２ Ａ を 第 ２ の 油 室 １ ３ Ｂ に 開 口 す る と と も に 、 ケ ー シ ン グ 側 油 路 部 ３ ２ Ｂ を 第 １ の 油 室
１ ３ Ａ に 開 口 す る よ う に し た 。 従 っ て 、 第 １ の 油 路 ３ １ と 第 ２ の 油 路 ３ ２ と も 、 作 動 油 は
、 常 に 外 蓋 側 油 路 部 ３ １ Ａ 、 ３ ２ Ａ か ら ケ ー シ ン グ 側 油 路 部 ３ １ Ｂ 、 ３ ２ Ｂ へ 流 れ る こ と
に な る 。 そ の 結 果 、 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト ５ ０ を ケ ー シ ン グ １ ０ の 上 面 に 押 す 力 が 作 用 す る
も の に な る 。 こ の 力 は 、 外 蓋 ３ ０ 側 に 作 用 さ せ る （ ボ ル ト の 抜 け 方 向 に 荷 重 が 作 用 す る ）
よ り も 、 ボ ル ト の 締 付 け 方 向 と な る ケ ー シ ン グ １ ０ 側 に 作 用 さ せ た 方 が 好 ま し い 。 ま た 、
ケ ー シ ン グ １ ０ の 方 が 外 蓋 ３ ０ よ り も 、 一 般 的 に は 、 剛 体 で 形 成 さ れ る こ と か ら 、 大 き な
応 力 を 受 け る こ と が で き る と い う 点 で も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 (f)ケ ー シ ン グ １ ０ の 周 壁 部 １ ０ ａ に 、 第 １ の チ ェ ッ ク 弁 ４ １ と 第 ２ の チ ェ ッ ク 弁 ４ ２
の そ れ ぞ れ が 納 め ら れ る 凹 部 １ ８ 、 １ ９ を 形 成 し た か ら 、 周 壁 部 の 肉 厚 を 薄 く し た ま ま で
も 、 凹 部 １ ８ 、 １ ９ に チ ェ ッ ク 弁 ４ １ 、 ４ ２ の ハ ウ ジ ン グ ４ １ Ａ 、 ４ ２ Ａ 、 バ ル ブ シ ー ト
４ １ Ｂ 、 ４ ２ Ｂ 、 ボ ー ル ４ １ Ｃ 、 ４ ２ Ｃ 、 ス プ リ ン グ ４ １ Ｄ 、 ４ ２ Ｄ を 設 け る こ と が 可 能
に な り 、 ロ ー タ リ ダ ン パ １ ０ ０ の 軽 量 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 (g)ロ ー タ ２ ０ に ブ ロ ー 弁 を 設 け た か ら 、 例 え ば 自 動 二 輪 車 の 転 倒 時 に 操 舵 ハ ン ド ル を
介 し て ロ ー タ ２ ０ に 衝 撃 力 が 及 び 、 一 側 の 油 室 １ ３ Ａ 又 は １ ３ Ｂ に 異 常 な 高 圧 が 発 生 し た
場 合 に も 、 ブ ロ ー 弁 ７ ０ が 開 い て 、 低 圧 側 と な る 他 側 の 油 室 １ ３ Ａ 又 は １ ３ Ｂ に 作 動 油 を
逃 が す こ と が で き 、 ロ ー タ リ ダ ン パ １ ０ ０ の 破 損 を 防 止 で き る 。
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【 ０ ０ ５ ９ 】
　 (h)ロ ー タ ２ ０ の 軸 部 ２ １ の 一 側 の 端 面 に ブ ロ ー 弁 ７ ０ を 設 け た の で 、 ケ ー シ ン グ １ ０
に 設 け る 場 合 に 比 べ 、 ス ペ ー ス を 有 効 活 用 で き 、 ロ ー タ リ ダ ン パ １ ０ ０ を コ ン パ ク ト に で
き る 。 ま た 、 ブ ロ ー 弁 ７ ０ の 組 付 性 も 良 い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に よ り 詳 述 し た が 、 本 発 明 の 具 体 的 な 構 成 は こ の 実 施 例 に
限 ら れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 の 変 更 等 が あ っ て も 本 発 明
に 含 ま れ る 。 例 え ば 、 前 記 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト の 第 １ の オ リ フ ィ ス 孔 群 の オ リ フ ィ ス 孔 と
、 第 ２ の オ リ フ ィ ス 孔 群 の オ リ フ ィ ス 孔 で あ っ て 、 該 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト の 各 移 動 停 止 位
置 で 前 記 第 １ の 油 路 と 第 ２ の 油 路 に 同 時 期 に 対 応 す る オ リ フ ィ ス 孔 同 士 を 異 な る 孔 径 に す
る も の で も 良 い 。 こ れ に よ れ ば 、 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト の 第 １ の オ リ フ ィ ス 孔 群 の オ リ フ ィ
ス 孔 と 、 こ れ に 対 応 す る 第 ２ の オ リ フ ィ ス 孔 群 の オ リ フ ィ ス 孔 を 異 な る 孔 径 に し た か ら 、
例 え ば 懸 架 ば ね の 伸 び を 抑 え る た め に 伸 側 減 衰 力 を よ り 高 く す る よ う に 、 左 右 の 揺 動 ス ト
ロ ー ク で 異 な る 大 き さ の 減 衰 力 を 発 生 さ せ る こ と が で き 、 サ ス ペ ン シ ョ ン ダ ン パ 等 に 好 適
に 採 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ １ 】
【 図 １ 】 図 １ は ロ ー タ リ ダ ン パ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は ロ ー タ リ ダ ン パ を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 図 ２ の III－ III線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 図 ２ の IV－ IV線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 図 ３ の V-V線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 図 ３ の VI－ VI線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 図 ６ の VII－ VII線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は チ ェ ッ ク 弁 を 示 し （ Ａ ） は 図 ５ の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 、 （ Ｂ ） は 図 ５ の
Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は ロ ー タ を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は ロ ー タ を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は ロ ー タ リ ダ ン パ を 示 し 、 （ Ａ ） は 第 １ の 動 作 を 示 す 模 式 図 、 （ Ｂ ） は
第 ２ の 動 作 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 従 来 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 従 来 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
１ ０ 　 ケ ー シ ン グ
１ ３ Ａ 　 第 １ の 油 室
１ ３ Ｂ 　 第 ２ の 油 室
１ ８ 、 １ ９ 　 凹 部
２ ０ 　 ロ ー タ
２ １ 　 軸 部
２ ２ 　 ベ ー ン
３ ０ 　 外 蓋
３ １ 　 第 １ の 油 路
３ ２ 　 第 ２ の 油 路
３ １ Ａ 、 ３ ２ Ａ 　 外 蓋 側 油 路 部
３ １ Ｂ 、 ３ ２ Ｂ 　 ケ ー シ ン グ 側 油 路 部
３ １ Ｃ 、 ３ ２ Ｃ 　 接 続 部
４ １ 　 第 １ の チ ェ ッ ク 弁
４ ２ 　 第 ２ の チ ェ ッ ク 弁
５ ０ 　 オ リ フ ィ ス プ レ ー ト
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５ ０ Ａ 　 第 １ の オ リ フ ィ ス 孔 群
５ ０ Ｂ 　 第 ２ の オ リ フ ィ ス 孔 群
５ １ Ａ 、 ５ ２ Ａ 　 オ リ フ ィ ス 孔
５ １ Ｂ 、 ５ ２ Ｂ 　 オ リ フ ィ ス 孔
７ ０ 　 ブ ロ ー 弁
７ １ Ａ 、 ７ １ Ｂ 　 油 路
７ ２ 　 孔
１ ０ ０ 　 ロ ー タ リ ダ ン パ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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